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コメント 

本研究は、グリーンランド南東における⾼涵養量アイスコア
を分析して過去 200 年間のエアロゾルデータベースを⾼時間解
像度で作成しようとするものである。 

応募者らは、これまで、⾼涵養量コアには、⾼解像度で分析
できるという利点や沈着したエアロゾルが変質を受けにくいと
いう性質があることに着⽬し、既に過去 60 年間の⾼精度エア
ロゾルデータベースを作成・公開してきた。本研究では、これ
を更に⼈間の活動が気候変動に影響を及ぼし始めた時期にまで
遡って展開するものであり、学術的意義は⼤きい。 

本研究により提供されるデータが広く引⽤されることは確実
であり、気候変動予測の精度や信頼性向上にも貢献することが
期待できる。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 


